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平成３１年１月１日 

滋賀県レイカディア大学 

湖東支部会報 同窓会 

春 

 

迎 

 

 

 

新 

年 

の 

挨 

拶 

 

の
新
会
員
歓
迎
会
、
十
月
の
二
回
の
Ｇ
Ｇ
大
会
、
十
一

月
の
研
修
旅
行
と
地
域
活
動
事
例
発
表
会
で
す
。
八
月

に
は
、
初
め
て
の
「
び
わ
湖
岸
美
化
活
動
」
も
実
現
で

き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
関
心
い
た
だ
け
る
行

事
を
選
択
い
た
だ
き
、
そ
の
都
度
参
加
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
湖
東
支
部
会
報
も
八
月
と
一
月
に

発
行
で
き
ま
し
た
。 

同
窓
会
本
部
の
最
大
の
課
題
は
支
部
同
様
、
組
織
の

維
持
継
続
で
す
。
こ
こ
二
～
三
年
の
新
入
生
の
大
幅
定

員
割
れ
は
、
将
来
の
同
窓
会
の
地
盤
低
下
に
も
繋
が
り

ま
す
。
学
校
事
務
局
や
サ
ポ
ー
ト
隊
と
連
携
し
た
レ
イ

カ
デ
ィ
ア
大
学
の
地
名
度
ア
ッ
プ
、
新
入
生
募
集
活
動

の
支
援
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

特
に
新
入
生
の
入
学
の
き
っ
か
け
が
、
「
地
域
の
先

輩
の
入
学
勧
誘
」
と
「
大
型
店
舗
で
の
学
生
募
集
チ
ラ

シ
を
見
て
」
が
多
い
だ
け
に
、
今
年
も
三
月
下
旬
か
ら

の
チ
ラ
シ
配
布
が
注
力
さ
れ
ま
す
。
会
員
皆
さ
ま
に
は

「
一
人
一
回
の
声
掛
け
運
動
参
加
」
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
任
期
二
年
の
最
後
の
年
に
な
り
ま
す
。
組
織

の
活
性
化
は
、
行
事
の
参
加
者
を
如
何
に
増
や
す
か
で

す
。
世
代
交
代
が
早
く
な
る
な
か
、
直
近
卒
業
生
皆
さ

ん
へ
の
「
活
躍
の
場
づ
く
り
」
も
必
要
で
す
。
世
代
や

地
域
を
超
え
て
の
仲
間
づ
く
り
が
、
活
動
の
目
的
の
一

つ
に
な
れ
ば
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。 

終
わ
り
に
、
会
員
皆
さ
ま
、
ご
家
族
皆
々
様
の
益
々

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。 

  

湖
東
支
部
長 

児
玉
正
孝 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年

は
公
私
に
わ
た
っ
て
大
変
お
世
話
に
な
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
い
よ
い
よ
平
成
も
三
十
一
年
四
月
三

十
日
で
も
っ
て
幕
を
閉
じ
、
五
月
一
日
か
ら
新
た
な
元

号
が
始
ま
り
ま
す
。 

言
葉
に
「
十
年
一
昔
」
が
あ
り
ま
す
。
十
年
と
い
う

期
間
が
過
ぎ
れ
ば
、
身
の
回
り
も
変
化
し
て
、
昔
の
こ

と
の
よ
う
に
感
じ
る
と
い
う
意
味
で
す
が
、
皆
さ
ん
は

如
何
で
し
ょ
う
か
。
実
際
、
十
年
前
の
自
分
を
振
り
返

っ
て
見
ま
す
と
、
そ
ん
な
に
昔
で
は
な
く
、
今
の
自
分

と
そ
う
大
き
な
差
（
少
な
く
て
も
内
面
的
に
は
）
は
無

い
よ
う
に
思
え
ま
す
。
し
か
し
、
今
か
ら
十
年
後
と
な

れ
ば
そ
う
は
行
き
ま
せ
ん
。
男
子
の
平
均
寿
命
を
は
る

か
に
超
え
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
「
健
康
が
第

一
番
」
の
日
々
反
省
に
な
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

 

さ
て
、
湖
東
支
部
で
は
一
昨
年
か
ら
、
支
部
役
員
皆

さ
ん
に
、
四
部
会(

総
務
・
研
修
・
広
報
・
地
域)

に
分

か
れ
て
い
た
だ
き
、
担
当
行
事
に
つ
い
て
計
画
・
案
内
・

準
備
・
遂
行
に
至
る
全
て
を
実
施
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
七
月
の
作
品
展
、
八
月
の
彦
根
総
お
ど
り
、
九
月
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同 

窓 

会 

活 

動 

の
広 

場 

新
会
員
歓
迎
会 

九
月
二
十
五
日
、
甲
良
町
西
明
寺
門
前
の

「
一
休
庵
」
に
て
新
会
員
歓
迎
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
十
二
名
の
新
会
員
の
熱
き
自
己
紹
介

に
始
ま
り
、
余
興
の
場
は
同
窓
会
員
に
よ
る

日
本
舞
踊
と
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
最
後
に
は
全
員
で
彦
根
ば

や
し
と
江
州
音
頭
を
踊
り
、
余
韻
残
る
中
、
懇

親
会
は
楽
し
く
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

 

彦
根
ば
や
し
総
踊
り
大
会 

八
月
十
日
、
彦
根
ば
や
し
総
踊
り
大
会

が
彦
根
銀
座
街
の
中
心
部
で
行
な
わ
れ
、

レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
同
窓
会
湖
東
支
部
か

ら
２５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

湖
東
支
部
親
睦
Ｇ
Ｇ
大
会 

十
月
三
日
、
湖
東
支
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
が
荒
神
山
公
園
Ｇ
Ｇ
会
場
で
開
催
さ

れ
、三
十
三
名
が
参
加
者
し
ま
し
た
。 

体
を
動
か
す
に
は
秋
晴
れ
の
絶
好
の
日
で
、

普
段
の
運
動
不
足
を
少
し
は
解
消
で
き
た

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

 

  

優勝 木村傳平様 

四
支
部
懇
親
Ｇ
Ｇ
大
会 

十
月
十
五
日
、
本
年
度
は
湖
東
支
部

が
幹
事
と
な
り
荒
神
山
公
園
Ｇ
Ｇ
会
場

で
、
湖
北
・中
部
・近
江
八
幡
の
四
支
部
の

親
睦
Ｇ
Ｇ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

び
わ
湖
清
掃
活
動 

七
月
三
十
一
日
、
彦
根
松
原
水
泳
場

付
近
で
地
域
貢
献
を
テ
ー
マ
に
び
わ
湖

岸
の
環
境
美
化
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

左：会場風景 上：新会員一同 

左：清掃風景 上：総踊り参加者一同  

大
飯
発
電
所
へ
研
修
旅
行 

十
一
月
十
四
日
、
４１
名
の
参
加
者
は

福
井
県
の
大
飯
原
発
を
訪
れ
、
原
子
力

発
電
の
設
備
や
安
全
性
へ
の
備
え
、対
策

に
つ
い
て
研
修
を
受
け
、午
後
に
は
小
浜

湾
め
ぐ
り
を
し
ま
し
た
。 

時
折
小
雨
に
出
会
い
ま
し
た
が
晩
秋
の

一
日
を
楽
し
く
旅
行
で
き
ま
し
た
。 

発電所前のビジターズハウスにて 小浜湾めぐりの乗車船前 
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訪 

問 

コ 

ー 

ナ 

― 
陶
芸
と
絵
画
が
元
気
の
源 

 
 
 
 

久
保
川
幸
雄
様 
（陶
芸
学
科
３２
期
） 

現
在
、
七
十
六
歳
で
奥
様
と
と
も
に
お
元
気

に
活
動
さ
れ
て
い
る
久
保
川
幸
雄
さ
ん
を
お
尋

ね
し
ま
し
た
。 

久
保
川
さ
ん
は
大
阪
で
会
社
経
営
に
携
わ
れ

た
後
、
六
十
六
歳
で
帰
郷
さ
れ
、
興
味
の
あ
っ

た
陶
芸
を
学
ぶ
た
め
す
ぐ
に
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大

学
陶
芸
学
科
に
入
学
さ
れ
ま
し
た
。 

愛
荘
町
に
は
陶
芸
学
科
を
卒
業
さ
れ
た
先
輩

が
七
人
お
ら
れ
、
平
成
十
三
年
に
「
愛
荘
町
陶

芸
ク
ラ
ブ
」
を
結
成
さ
れ
、
現
在
十
二
人
の
会

員
と
と
も
に
、「
福
祉
セ
ン
タ
ー
愛
の
郷
」
で
毎

月
第
二
、
第
四
の
火
・
水
曜
日
に
食
器
・
壷
・
花

器
な
ど
の
創
作
活
動
に
和
気
あ
い
あ
い
と
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。 

久
保
川
さ
ん
は
当
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
さ
れ

て
、
創
作
の
テ
ー
マ
に
「
あ
か
り
」
を
設
定
し

て
、
作
品
か
ら
漏
れ
こ
ぼ
れ
る
「
灯
り
」
を
い

か
に
表
現
す
る
か
悪
戦
苦
闘
中
と
い
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
が 

町
の
文
化
祭
や
文
化
協
会
の
発

表
会
、
銀
行
の
ロ
ビ
ー
な
ど
に
も
作
品
を
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
作
品
を
拝
見
し
ま
し

た
が
紙
面
の
都
合
も
あ
っ
て
大
作
を
紹
介
で
き

な
い
の
が
大
変
残
念
で
す
。 

住
民
の
福
祉
に
貢
献
さ
さ
ら
に
久
保
川
さ

ん
は
、
地
域
の
民
生
委
員
の
任
も
さ
れ
、
れ

る
な
か
、
絵
画
ア
ー
ト
に
も
取
り
組
ま
れ
、 

号
の
油
絵
、「
秋
の
風
景
」
が
昨
年
の
町
文
化

協
会
主
催
の
絵
画
展
に
入
選
さ
れ
ま
し
た
。 

ほ
か
に
も
愛
荘
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
桜

の
町
づ
く
り
事
業
を
推
進
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
「
愛
荘
さ
く
ら
を
守
る
会
」
の

一
員
と
し
て
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
私
は
陶
芸
を
学
ん
で
き
た
が
園
芸
の
こ

と
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
つ
つ

も
意
欲
的
に
地
域
活
動
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。 趣

味
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
情
熱
を
注
が
れ

て
い
る
久
保
川
さ
ん
の
よ
う
な
生
き
方
が
元

気
の
源
だ
と
感
銘
い
た
し
ま
し
た
。 

 

（
訪
問
者 

村
西
俊
雄 
園
芸
学
３７
期
） 

 

同
窓
会
員
の
活
動
広
場 

「
み
な
よ
し
会
」 

石
山
昌
憲
（
北
近
江
文
化
学
科
37
期
） 

久保川幸雄様と最近の陶芸・絵画作品 

多賀町ささゆり保育園 楽器演奏と合唱 

東近江市乙女浜憩いの家 紙芝居 

紅葉の名所 浅井家ゆかりの鶏足寺

にて 

「
み
な
よ
し
会
」
は
北
近
江
文
化
学
科

３７
期
生
が
中
心
と
な
り
構
成
し
て
い
ま

す
。
現
在
１５
名
で
、
内
、
湖
東
支
部
の
会

員
は
４
名
で
す
。 

目
指
す
も
の
は
、
「
地
域
の
方
々
と
の

交
流
」
と
「
仲
間
の
親
睦
」
で
す
。
昨
年

は
３
月
に
は
東
近
江
市
の
「
乙
女
浜
憩
い

の
家
」
を
、
５
月
に
は
多
賀
町
の
「
さ
さ

ゆ
り
保
育
園
」
を
訪
問
し
て
紙
芝
居
、
手

品
、
楽
器
演
奏
、
合
唱
な
ど
を
一
緒
に
な

っ
て
遊
び
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
訪
問
に
お

い
て
も
大
い
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
ま

た
来
て
ね
と
嬉
し
い
声
を
た
く
さ
ん
頂

戴
で
き
ま
し
た
。
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
で

学
ん
だ
御
陰
と
一
同
感
謝
し
て
い
ま
す
。

１１
月
に
は
健
康
づ
く
り
学
科
、
３８
期
北
近

江
文
化
学
科
の
皆
さ
ん
と
合
同
で
庭
園
で

有
名
な
「
近
江
狐
逢
庵
」
、
紅
葉
の
名
所
浅

井
家
ゆ
か
り
の
「
鶏
足
寺
」
や
「
井
口
弾
正

邸
址
」
を
訪
れ
、
浅
井
家
、
京
極
家
の
女
性

た
ち
の
生
き
方
に
思
い
を
馳
せ
偲
び
、
午
後

に
は
木
之
本
の
旧
宿
場
町
を
散
策
し
湖
北

の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

み
な
よ
し
会
で
は
。
卒
業
後
も
生
き
生
き

人
生
が
歩
め
る
よ
う
、
仲
間
と
の
交
流
を
大

切
に
し
て
、
そ
の
親
睦
に
取
り
組
み
、
軽
ハ

イ
キ
ン
グ
、
里
山
歩
き
、
城
郭
探
訪
、
食
事

会
な
ど
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 
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編
集
後
記 

歓
迎
会
に
は
新
会
員
１２

名
の
方
か
ら

熱
い
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

出
席
者
諸
氏
は
同
窓
会
の
将
来
に
期
待

と
明
る
さ
を
感
じ
た
と
、
思
い
ま
す
。 

新
元
号
の
時
代
が
真
近
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
昭
和
、
平
成
の
時
代
を
生
き
抜

い
て
き
た
私
達
、
新
元
号
の
時
代
に
な
っ

て
も
末
永
く
生
き
生
き
人
生
を
歩
ん
で

行
き
た
い
も
の
で
す
。 

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
同
窓
会 

湖
東
支
部
会
報 

平
成
三
十
一
年
一
月
一
日
発
行 

平
成
三
十
年
度
第
二
号 

発
行
責
任
者 

児
玉
正
孝 

編
集
責
任
者 

西
澤
則
彦 

お 

便 

り 

幸
せ
と
は
、 

そ
れ
は
自
分
で
つ
く
る
も
の 

 

卒
業
し
て
か
ら
１４
年
が
経
ち
ま
し
た
。
自
分

自
身
で
は
そ
ん
な
に
経
っ
た
の
か
と
い
う
感
覚
の

思
い
で
あ
り
ま
す
が
、
歳
を
取
る
ほ
ど
月
日
の
経

つ
の
が
早
い
も
の
で
す
。 

園
芸
学
科
で
習
得
し
た
こ
と
を
生
か
し
な
が

ら
地
元
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
、
葉
刈
り
剪

定
作
業
な
ど
樹
木
の
手
入
れ
を
１２
年
間
程
行
い

ま
し
た
。
現
在
は
会
員
の
皆
さ
ん
の
お
世
話
を
し

て
い
ま
す
。 

ま
た
体
力
づ
く
り
の
た
め
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
参
加
し
な
が
ら
、
昨
年
の

作
品
展
で
の
つ
な
が
り
で
竹
燈
籠
づ
く
り
に
も
先

輩
の
皆
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

こ
の
様
に
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
自

分
が
努
力
す
れ
ば
ま
わ
り
も
支
え
て
く
れ
ま
す
。 

仲
間
づ
く
り
の
中
で
自
分
自
身
が
磨
か
れ
て

相
手
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
軽
く
ス
ト
レ
ス
を
受

け
止
め
な
が
ら
、元
気
で
楽
し
く
愉
快
に
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
過
ご
し
て

行
き
た
い
で
す
。 須

田
誠
一 
（園
芸
学
科
２５
期
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

湖東支部「作品展」の出展者と作品 
昨年７月に開催された作品展には３１人から 

５０点の作品が出品されました。 

新
会
員
（
３９
期
生
）
ご
紹
介 

上
野
清
治
・
宇
野
賢
一
・
川
崎 

勝
・ 

北
川
勝
美
・
廣
田 

茂
・
桂
田
芳
明
・ 

大
町
千
津
子
（
園
芸
学
科
）
橋
田 

茂
・ 

藤
森 

勉
・
宮
口
振
英
（
北
近
江
学
科
） 

山
梶 

修
・
小
山
美
代
子
・
伊
藤
陽
子

（
健
康
づ
く
り
学
科
） 

 

（
順
不
同
） 

氏  名 卒期学科 部 門 作  品 氏  名 卒期学科 部 門  作  品 

澤邊雅子 35北近江 絵画 愛猫、庭先で 西澤則彦 37健康 文芸 歎異抄第３章 

戸嶋滋一 36 園芸 工芸 竹灯籠３点 品居初江 26園芸 陶芸 花器 

奥村鮎子 29生活 文芸 俳画 2点 澤 好成 35 園芸 写真 思い出２点 

宮川文男 32園芸 工芸 進化した風車他 1 点 川並稔男 15文芸 文芸 俳句 

宇野幸彦 31 陶芸 工芸 丸瓢箪加工 2点 桂田成康 29園芸 園芸 盆栽２点 

金子美智子 34 陶芸 書 漢詩 2点 木村岩男 27 スポレク 工芸 びんてまり 

村西俊雄 37園芸 絵画 阿修羅、叫び 上野芳樹 37園芸 工芸 竹灯籠 

杉江久子 32生活 手芸 押し花作品 3点 久保川幸雄 32園芸 陶芸 焼き締め壷、絵皿 

木下二二男 35 北近江 絵画 裸婦デッサン他 1 点 須田誠一 25 園芸 工芸 竹灯籠 

外村輝夫 28 生活 点描画 バサラ大将他 1 点 竹内和美 37北近江 手芸 日本人形 

石島 孝 31 園芸 盆栽 ハゼの木、オモト 百田勝彦 32地文 水彩画 紫陽花 

中田茂男 29園芸 盆栽 岩盆栽、エビネ 小沢三男 29文芸 俳句 季節の句 

馬場勝子 31 スポレク 手芸 ワンピース 山口義雄 37園芸 絵画 思い出の地 

北河つた宇 28 生活 工芸 夜空 木村傳平 21 スポレク 水彩画 収穫 

豊原京子 25 スポレク 手芸 セーター、ベスト 福島将夫 34 園芸 工芸 竹灯籠、竹細工 

森野久章 17園芸 盆栽 錦松    （順不同） 

 

表
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須
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